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5・シェーグレン症候群における耳下腺造影と唾液腺シ

　　ンチグラフィ
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　厚生省基準によるシェーグレン症候群および疑い例

49症例の右耳下腺造影と耳下腺シンチグラム所見の比

較検討を行った．

　耳下腺造影はLubin－Holt分類に従いII型以上を，

唾液腺シンチグラフィは得られたtime　activity　curveか

らそのpatternを1－IV型に分類し，　II型以上を異常と

した、耳下腺造影を基準とすると，唾液腺シンチグラフ

ィのsensitivity　85．2％，　specificity　40．9％であったが，

Lubin－Holt分類0－1型22例中13例はシンチグラム上

異常所見を呈した，またL－H分類II型15例中3例は

シンチグラムでは高度の異常を示した．唾液腺シンチグ

ラフィは耳下腺造影による形態学的変化よりも早期にそ

の機能変化をとらえると思われる．

6・脳腫瘍例における201TICI－SPECT
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　17例の種々の脳腫瘍例において，

施行し，その有用性について検討した．

delayed　imageとにおいて，腫瘍部と対称部とのcount

比をTl　ratioとした，　Tl　ratioは，3例を除いてdelayed

imageで低下しており，　imageのみではdelayed　image

の必要性はないと考えられた．meningiomaでは，いず

れもTI　ratioは高かったが，それ以外での良性腫瘍では

悪性腫瘍に比べTl　ratioは低かった．3例では，放射

線・化学療法の前後に施行したが，delayed　imageにお

けるTI　ratioは，治療前に比べ治療後に，いずれも低下

していた．
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20iTICI・SPECTを

　early　imageと

7．肺腫瘍における201Tl－SPECTの臨床的検討
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　対象は，肺腫瘍疑で201Tlシンチを撮影して，病理学

的あるいは臨床的に診断のついた48例（悪性36例，良

性12例）．201Tl　chloride　4　mCi（148　MBq）を静注して，

10分後と4時間後に全身planar像と胸部SPECTを撮

像し，水平断，前額断，矢状断の3方向の画像を作成し

た．腫瘤部に，early　image，　delayed　imageの両方で，

明らかに集積尤進を認めるものを悪性と判断した．

　肺野病変の良悪性については，有病正診率94％，無

病正診率92％，正診率94％と大変良好な結果であった．

最小で1．5×1．7cmの腫瘤が描出されている．リンパ節

転移については，有病正診率31％，無病正診率90％，

正診率57％と低かった．

　以上の結果より，肺野病巣の良悪性の判断には，201T1

シンチは有用と考える．

8．99mTc・MAA肺血流シンチグラフィでR→Lシャン

　　トを示した肝硬変の二例
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　99mTc－MAA肺血流シンチグラフィにてR→Lシャン

トを示した低酸素血症を伴う肝硬変二例を経験した．二

例とも心臓には，R→Lシャントを伴う異常はみられず，

低酸素血症の原因となるような肺の異常もみられなかっ

た．肝硬変においては，肺毛細管の拡張がみられること

があり，これによる肺内シャントが知られている．われ

われの経験した二例も，この肺内シャントにより低酸素

血症がおこったものと考えられた．肝硬変の肺血流シン

チグラフィにおいては，このような肺内シャントの存在

を考慮にいれ，肺外臓器の描画にも注意する必要がある

と思われた．

Presented by Medical*Online


	1121



